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衆
議
院
議
員
松
原
仁
君
提
出
大
田
区
京
浜
島
の
事
業
者
及
び
従
業
員
へ
の
羽
田
空
港
低
空
飛
行
ル
ー
ト
採
用
の
影
響
に

関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

東
京
国
際
空
港
（
以
下
「
羽
田
空
港
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
新
た
な
飛
行
経
路
案
（
以
下
「
新
経
路
案
」
と
い
う
。
）

に
お
い
て
、
航
空
機
は
、
羽
田
空
港
の
Ａ
滑
走
路
の
北
端
か
ら
約
千
四
百
三
十
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
東
京
都
大
田
区
京
浜
島
の

進
入
灯
台
付
近
を
、
九
十
四
メ
ー
ト
ル
程
度
の
高
度
で
飛
行
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
お
尋
ね
の
「
政
府
が
説
明
会
等
で
例
示
す
る
、
一
般
的
な
大
型
機
、
中
型
機
、
小
型
機
」
が
当
該
高
度
で
飛
行
し

た
場
合
の
当
該
飛
行
経
路
直
下
に
お
け
る
航
空
機
の
騒
音
レ
ベ
ル
の
最
大
値
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
九
十
一
デ
シ
ベ
ル
程
度
、
九

十
デ
シ
ベ
ル
程
度
及
び
八
十
七
デ
シ
ベ
ル
程
度
と
想
定
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
値
は
、
実
際
の
航
空
機
の
運
航
時
に

お
け
る
、
そ
の
重
量
等
の
運
航
条
件
や
風
向
等
の
気
象
条
件
に
よ
っ
て
変
動
し
得
る
も
の
で
あ
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
お
尋
ね
の
「
京
浜
島
で
操
業
す
る
事
業
者
の
中
に
、
新
飛
行
経
路
へ
の
反
対
意
見
が
あ
る
こ
と
」
に
つ

い
て
、
認
識
し
て
い
る
。

一



二
の
�
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
新
経
路
案
に
つ
い
て
、
関
係
地
域
の
地
方
公
共
団
体
、
企
業
及
び
住
民
の
方
々
の
幅
広
い
理
解
を
得
る

た
め
、
平
成
二
十
七
年
七
月
か
ら
平
成
三
十
一
年
二
月
に
か
け
て
延
べ
百
六
十
三
日
間
、
関
係
地
域
の
延
べ
九
十
七
会
場
で

住
民
説
明
会
を
開
催
し
、
約
二
万
七
千
九
百
名
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
、
丁
寧
な
情
報
提
供
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

お
尋
ね
の
「
過
去
に
行
政
訴
訟
を
起
こ
し
た
京
浜
島
の
事
業
者
、
も
し
く
は
前
述
の
Ｃ
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
事
業
者
」
の

意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
新
経
路
案
に
関
す
る
御
指
摘
の
「
個
別
の
説
明
会
」
の
開
催
に
つ
い

て
は
、
今
後
、
要
望
が
あ
れ
ば
、
必
要
に
応
じ
て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

二
の
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
騒
音
対
策
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律

第
百
号
）
第
八
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
用
途
地
域
が
定
め
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
御
指
摘
の
「
Ｃ
グ

ル
ー
プ
に
属
す
る
事
業
者
」
の
も
の
も
含
め
、
公
共
用
飛
行
場
周
辺
に
お
け
る
航
空
機
騒
音
に
よ
る
障
害
の
防
止
等
に
関
す

る
法
律
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百
十
号
）
第
五
条
又
は
第
八
条
の
二
に
規
定
す
る
施
設
又
は
住
宅
に
つ
い
て
は
騒
音
防
止

工
事
の
助
成
対
象
と
な
り
、
当
該
施
設
及
び
住
宅
以
外
に
つ
い
て
は
騒
音
防
止
工
事
の
助
成
対
象
と
な
っ
て
お
ら
ず
、
同
法

二



等
の
関
係
法
令
に
従
っ
て
適
切
に
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。

三


